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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第５区分
【発行日】平成29年4月20日(2017.4.20)

【公開番号】特開2016-155450(P2016-155450A)
【公開日】平成28年9月1日(2016.9.1)
【年通号数】公開・登録公報2016-052
【出願番号】特願2015-34356(P2015-34356)
【国際特許分類】
   Ｂ６０Ｗ  10/06     (2006.01)
   Ｂ６０Ｗ  20/00     (2016.01)
   Ｂ６０Ｋ   6/445    (2007.10)
   Ｂ６０Ｋ   6/24     (2007.10)
   Ｆ０２Ｍ  26/00     (2016.01)
   Ｂ６０Ｌ  11/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６０Ｋ    6/20     ３１０　
   Ｂ６０Ｋ    6/445    ＺＨＶ　
   Ｂ６０Ｋ    6/24     　　　　
   Ｆ０２Ｍ   25/07     ５７０Ｚ
   Ｆ０２Ｍ   25/07     ５５０Ｇ
   Ｆ０２Ｍ   25/07     ５５０Ｒ
   Ｂ６０Ｌ   11/14     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年3月13日(2017.3.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　走行用の動力を出力可能なエンジンと、
　前記エンジンの排気を前記エンジンの吸気管に供給する排気再循環を行なう排気再循環
装置と、
　走行用の動力を出力可能なモータと、
　前記モータと電力をやりとり可能なバッテリと、
　ＣＤ（Charge Depleting）モードまたはＣＳ（Charge Sustaining）モードで走行する
ように前記エンジンと前記モータとを制御する制御手段と、
　を備えるハイブリッド自動車であって、
　前記制御手段は、前記エンジンを運転する際、前記エンジンの冷却水温が閾値未満のと
きには前記排気再循環を行なわず、前記冷却水温が前記閾値以上のときには前記排気再循
環を行なう手段であり、
　更に、前記制御手段は、前記ＣＤモードのときには、前記ＣＳモードのときに比して、
前記閾値を低くする手段である、
　ことを特徴とするハイブリッド自動車。
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